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循環経済時代の地域戦略
－有機廃棄物が支える地域の未来とバイオガスプラント

2026年2月6日（金）
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2021年11月 オホーツク湧別バイオガス㈱設立



１．背景

２．酪農と環境

３．ふん尿処理コストの低減

４．エネルギーによる収入確保

５．農業経営と採算性

６．循環経済の地域づくりを目指して

７．地域の多様な資源のエビデンス

８．消化液による栽培と効果

９．地域の展開事例



１．背景
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農林漁業（国内） 農林漁業（輸入） 食品製造業（国内） 食品製造業（輸入） 食品関連流通業 外食産業
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最終消費からみた飲食費の帰属割合

注）総務省等10府省庁「産業連関表」を基に農林水産省で推計したものをグラフ化。

単位：兆円

飲食費の合計
155％増（S55年比）

国内農林漁業に占める割合
77.8％減（S55年比）

10.2兆円
12.7％

©2026 Biomass Research Co., Ltd. All Rights Reserved
Confidential（本資料は講演参加者限りとし、無断転載・複製開示を禁じます）



〈酪農家戸数・１戸あたり乳用牛頭数〉・北海道と道外に分解した場合

出典:農林水産省 畜産統計調査酪農及び肉用牛生産の近代化を図るための基本方針

• １戸あたり乳用牛頭数の増加は特に北海道で著しい
• 全国の酪農家戸数(≒生乳)に占める北海道の割合が上昇

北海道でバイオガスが進んだ理由・・・労働負荷と環境負荷
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２．酪農と環境



窒素肥料と循環
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⚫ 畜産業から排出される家畜ふん尿等は、420千ト
ン窒素か農゙地に投入され、323千トン窒素か大゙気
環境に揮散し、58千トン窒素か水゙系環境に流出し
ていると見積もられた。 

⚫ 農地には、家畜ふん尿420千トン窒素投入の他
に、化学肥料か ゙494千トン窒素 施用されてお
り、農作物の収穫物として、354千トン窒素か農゙
地から持ち出される。このため、農地においては、
569千トン窒素か過゙剰となる。 

図 農地、環境（大気、水系）への窒素流入量と収支（千トン窒素、1997年）
出典：「国レヘル゙の食飼料システムにおける窒素フローからみた 家畜ふん尿の農地利用 」

国際農林水産業研究センター 松本成夫

農林水産バイオリサイクル研究チームは、日本の畜産業から排出される家畜ふん尿がどのように処理され、
利用されているかを見積もっている。その結果を参考に1997年の畜産業及び食生活から排出される窒素
の行方を試算した。

⚫ 家畜ふん尿の利用は、農地の肥沃度維
持に必要不可欠

⚫ 農地拡大と利用率向上による食飼料の
増産

⚫ 化学肥料施用量の低減

家畜ふん尿の適切処理・
農地還元による環境負荷の低減

畜産業からの窒素

©2026 Biomass Research Co., Ltd. All Rights Reserved
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5

農村のあたらしい環境保全とコスト低減の取り組み

畜産糞尿は河川汚染の最大要因との新聞報道

課題
大気と臭気問題・・・グリーンツーリズムの勃興期、

流域環境保全・・・硝酸態窒素による

労働環境の改善・・・3K（きつい、きたない、危険）

取り組み
1997年バイオガスセミナー開催 札幌・帯広

1998年とかち型バイオガスプラント研究会
（産業クラスター）

成果
士幌町（個別型）、鹿追町（集中型）で先進的に取り組む

©2026 Biomass Research Co., Ltd. All Rights Reserved
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十勝毎日新聞「川と共生する農業」より（vol.1～３）
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十勝毎日新聞「川と共生する農業」より（vol.4～６）
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硝酸態窒素等調査井戸一覧（北海道）
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３．ふん尿処理コストの低減



15

©2026 Biomass Research Co., Ltd. All Rights Reserved

一頭あたり5万円～19万円掛かる家畜ふん尿処理コスト
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ふん尿処理の効果と農村インフラとしての展開

⚫ 2012年のFIT導入以前から北海道内では54基のバイオガスプラントが稼働、FIT導入後は新た
に78基が設置された。

⚫ 2012年のFIT導入後は大規模発電機を備える自治体や地域の中核農家が建設する集中型プラ
ント(複数農家が利用) が増加し、2019年に発電出力の累積で集中型が個別型を上回った。

建設年別バイオガスプラント設置数の推移

FIT制度導入

※稼働中・撤去済みのプラントの年度別基数（合計132基）を示す。うち2基は建設年不明。
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４．エネルギーによる収入確保



乳牛1頭

ふん尿
65kg

バイオガス：0.03ｍ3 /kg× 65kg/日＝2ｍ3 /日
熱量：2ｍ3 ×5.5M Cal/ｍ3 ＝10M Cal /日

カセットガス：使用ガス LPG(液化ブタン)250g 

3M cal/本・カセットガスボンベ

バイオガス
2ｍ3

50℃お湯
200L

Picture 50

乳牛1頭あたりカセットボンベ3本分

＊電気だと、1頭あたり54,000円の年間売電収入
＊牛3頭で1世帯分の電気使用量を賄える。

©2026 Biomass Research Co., Ltd. All Rights Reserved

家畜ふん尿のチカラ＝乳牛1頭当たりカセットボンベ3本分
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http://www.flopdesign.com/download/mono/pages/ki23.html


５．農業経営と採算性



バイオガスプラント システムフロー図（個別型）

©2026 Biomass Research Co., Ltd. All Rights Reserved
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1,250万円

1,500万円
電力収入

利
益

経
費

従来の
ふん尿処理経費

1,250万円/年
(1頭あたり5万円)

1,250万円
償却費

バイオガス
プラント
導入経費

従来の処理方法 バイオガスプラントによる処理

1,600万円/年

従来の
ふん尿処理経費

がなくなる

1,250万円/年
(1頭あたり5万円)

ふん尿処理の
コスト削減

営農視点の
利益

エネルギー事業
視点の利益

・堆肥販売、散布
・修繕費
・飼料増収 
・飼料代の削減
・肥料、農薬費の削減
・草地更新費用 等

250頭規模の酪農家の経済効果（例）

21

350万円
維持管理費

増頭分粗利
1,200万円

敷料削減
1,800万円

化学肥料削減
240万円

その他

酪農経営
全体への
経済効果
3,970万円

堆肥化費用削減

380万円

人件費の削減
250万円

スラリー処理の場合

©2026 Biomass Research Co., Ltd. All Rights Reserved

成功事例の採算性・電力、消化液、敷料、多様な効果
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【牛乳生産費（搾乳牛通年換算１頭当たり）】

年次

物財費

労働費 費用合計

生産費
（副産物
価額差
引）

支払利
子・地代
算入生産

費

全算入
生産費

搾乳牛飼
養頭数

（１戸当
たり通年
換算頭
数）

搾乳牛通年換算１頭当たり

１日当た
り家族労
働報酬

計 種付料 飼料費 敷料費
光熱水料
及び動力

費

その他の
諸材料費

獣医師料
及び医薬
品費

賃借料及
び料金

物件税及
び公課諸

負担

乳牛償却
費

建物費 自動車費農機具費
生産管理

費

乳脂肪分
3.5％換
算乳量

所得
投下労
働時間

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 頭 kg 円 時間 円

全 国

平成元年 403,931 7,968 285,617 5,436 11,791 … 14,135 4,615 … 39,185 11,806 … 23,378 … 154,061 557,992 439,197 490,490 … 21.6 6,943 302,084 138.80 14,581

平成11年
度

436,741 10,323 255,066 5,305 13,486 1,390 18,812 9,248 9,699 77,970 12,694 … 21,031 1,717 197,174 633,915 590,694 602,298 633,936 37.0 8,461 230,863 119.23 13,968

平成21年
度 581,399 11,361 333,383 7,693 20,530 1,607 23,979 14,655 10,372 104,339 19,931 4,014 27,335 2,200 163,635 745,034 682,903 694,380 725,773 46.4 9,174 193,596 108.18 13,299

令和元年 765,981 15,998 411,699 10,932 28,374 1,691 30,027 17,236 11,276 171,383 21,415 5,073 38,454 2,423 167,800 933,781 751,403 758,671 796,467 58.7 9,670 278,479 99.56 25,081

2 782,582 16,777 422,646 12,019 27,296 1,786 30,726 17,384 11,025 174,711 22,894 4,685 38,365 2,268 165,952 948,534 783,326 790,490 828,207 61.2 9,811 261,994 96.88 24,464

3 833,286 17,558 465,908 13,165 29,676 2,125 31,737 17,178 11,729 172,243 24,442 4,778 40,540 2,207 165,233 998,519 838,304 845,189 883,991 62.4 10,041 211,136 96.84 19,106

4 914,116 17,975 538,592 13,780 37,189 1,957 32,303 17,523 12,268 164,675 25,266 4,313 46,064 2,211 164,380
1,078,49

6
963,741 970,333

1,008,90
2

65.4 10,435 106,546 95.06 7,938

①営農にリンクしたバイオガス調査
バイオガスの多面的効果を農業者に提示、理解と改善をおこなう。

②発酵試験
③性状調査

©2026 Biomass Research Co., Ltd. All Rights Reserved

多角的な調査の必要性
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６．循環経済の地域づくりを目指して



多様な廃棄物資源とバイオガス発生量（㎥/t）
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野菜生産

消化液利用

サトウキビ栽培

養殖漁業など残渣

ガスバッグ

蓄電池

１．地域資源循環による事業コスト削減

２．消化液による化学肥料コスト削減

畜産糞尿

焼酎廃液

家庭の生ごみ・し尿

FIT売電

地域電力

EV車利用

３．再エネ利用（電気・熱）

飼料自給

有機農業生産

廃棄物
26t/日 9,490t/年
処理コスト約3,000万

化学肥料代替 1,400万/年
1,500/t×26t/日＝78,000円

地域電力20円で試算
1,400万/年

建設4億円
14年償却
2,850万/年

経済効果（集中型堆肥処理とバイオガス化比較）

©2026 Biomass Research Co., Ltd. All Rights Reserved
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バイオガス
プラント



収入 支出

収支
原料受入 製品販売 売電 計 運営経費 減価償却 計

堆肥化 19,089 18,250 0 37,339 55,050 55,050 -17,711

バイオガスプラント 19,089 33,214 48,074 100,377 42,620 38,122 80,742 19,635

備考 保険料含む
支出

• バイオガスプラントの建設費は9億円（うち25％補助）と算出、

• バイオガスプラントでは、売電だけでなく液肥と敷料も生産され収入が増える

• 堆肥化処理では赤字となっているが、バイオガスプラントでは黒字となる。

牛ふん 26.2ｔ/日
敷料 5.6ｔ/日
残飼 0.4ｔ/日
生ごみ 0.8ｔ/日

集中型堆肥処理をバイオガスに変更

バイオガス転換のメリット
・高水分から低水分まで投入出来る（一時乾燥地が不要）
・ふん尿の回収はバイオガス側で行うなどの工夫
・食品廃棄物投入で採算性向上
・ガス利用、電力利用の選択肢
・窒素・リン酸・カリ量が変わらない
・植物活性化機能の存在

堆肥処理 1t1500円
乳牛ふん尿 年22t/一頭
年間処理代金 3万3千円

©2026 Biomass Research Co., Ltd. All Rights Reserved
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７．地域の多様な資源のエビデンス
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発酵試験の実施状況
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発酵試験の実施状況
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８．消化液（バイオ液肥）による
効果と栽培
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病原菌の増殖抑制

帯広畜産大学梅津研究室
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耕種農家の作物生産費のうち化学肥料の占める割合は高く、
小麦17％、ジャガイモ13％、デントコーン33％である。
化学肥料の代替となるバイオ液肥は圃場で好成績をおさめている。

消化液（バイオ液肥）利用の考え方・・肥料コスト

©2026 Biomass Research Co., Ltd. All Rights Reserved
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雑草の種子不活化・・小麦（堆肥＋化学肥料）
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雑草の種子不活化・・倒伏と雑草が繁茂しない
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消化液（バイオ液肥）散布 堆肥+化学肥料

デントコーンも倒伏しない
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９．地域の展開事例



【バイオマス原料の検証】
●町内におけるバイオマス原料の調査・研究
【原料調達体制の構築】
●バイオマス原料の提供に係る地元生産者等との調整
【消化液の流通・販売】
●肥料としての活用の検討

【バイオマス原料の検証】
●宮崎県における農業系バイオマスの検証 
【原料調達体制の構築】
●県におけるバイオマス資源等に関する情報提供
【消化液の流通・販売】
●試験場等による実証展示圃等の設置

【バイオマス原料の検証】
●原料ごとのバイオガス発生量や発電量の検証
【原料調達体制の構築】
●バイオマス原料の調達に関する経済性の検証
【消化液の流通・販売】
●濃縮や施肥技術、運搬方法の調査研究

令和5年度
１．畜産バイオマス事業勉強会
２．農家アンケート調査
３．農家ヒアリング調査
４．関係機関アンケート・

ヒアリング調査
５．BGPモデル素案の作成
６．茶栽培における肥効試験

令和6年度
１．畜産バイオマス事業勉強会
２．ヒアリング調査
３．発酵試験
４．原料の収集方法の検討
５．消化液、電力及び余剰熱の

利活用方法の検討
６．建設地、運営方式、補助金

の検討
７．BGPモデル案の更新

令和7年度
１．消化液、電力及び余剰熱の

利活用方法の検討
２．運営方式、補助金の決定
３．建設地の検討
４．BGPモデルの作成

町内の合意形成と原料調達、消化液の流通・販売の体制の構築
新富町集中型バイオガスプラントモデルの策定

基本設計

ファンドの形成

建設工事

プラント稼働

©2026 Biomass Research Co., Ltd. All Rights Reserved
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新富町×宮崎県×バイオマスリサーチ㈱３者連携協定
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家畜ふん尿等を活用した集中型バイオガス発電による資源循環システムの構築

持続可能な農業と循環型社会を実現
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電力

電力
余剰熱
肥料

エネルギー・肥料価格の高騰
地球温暖化

バイオガスプラントによる
地域資源の有効活用

集中型バイオガスプラント

重油タンク 化学肥料 ヒートポンプ 消化液（有機）

役場庁舎、農畜産物直売所
いちご宮崎新富サッカー場周辺開発事業

エネルギーと肥料の自給
施設園芸の脱炭素化

農業用ハウス

温室効果ガス 脱炭素

事業展開：集中型バイオガス事業による循環形成

©2026 Biomass Research Co., Ltd. All Rights Reserved

電力の地域利用
ゼロカーボンシティの実現

Confidential（本資料は講演参加者限りとし、無断転載・複製開示を禁じます）

有機米「宮本」、甘酒「稲倉」、キュウリ、新富ライチ

地域ブランドの強化



肥料会社の設立：株式会社バイオ液肥研究所（令和7年10月）

農林水産省
令和7年度 第2回
国内肥料資源利用拡大アワード奨励賞受賞
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バイオガスから始まる地域振興

家畜糞尿処理労働の軽減

消化液利用、有機農業

地産地消

六次化（食品加工）

自然環境保全

農村ツーリズムの拡大

Iot技術とスマート農業

臭気の低減

熱利用ハウス栽培

障がい者,母子家庭、高齢者雇用

コスト削減・高付加価値か

新規就農

河川環境保全

居住環境の快適化

ゼロカーボン電力
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ご清聴ありがとうございました

循環経済時代の地域戦略
－有機廃棄物が支える地域の未来とバイオガスプラント

帯広畜産大学名誉教授
梅津一孝氏より


	スライド 1
	スライド 2: 自己紹介
	スライド 3
	スライド 4: １．背景
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7: ２．酪農と環境
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14: ３．ふん尿処理コストの低減
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17: ４．エネルギーによる収入確保
	スライド 18
	スライド 19: ５．農業経営と採算性
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23: ６．循環経済の地域づくりを目指して
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27: ７．地域の多様な資源のエビデンス
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30: ８．消化液（バイオ液肥）による　　 　　効果と栽培
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36: ９．地域の展開事例
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42

